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9/28  

10/5  

10/13 

10/19   

 大学図書館コンソーシアム連合(JUSTICE) 2022年度版元提案説明会

（オンライン）に参加  

JoVE利用講習会（オンライン）  

全国大学ビブリオバトル2022地区予選 城西大学（ハイブリッド）  

医中誌Web利用講習会（オンライン） 

メディカルオンライン利用講習会（オンライン）   

10/27 

10/29   

■ 

 

■  

JDreamⅢ利用講習会（オンライン）  

ビブリオバトル「高麗祭ノ陣」を開催  

オープンキャンパス（9/25・10/30） 図書館見学者 144名 キーワードラリー

参加者 69名            

図書館見学（10/21・25・26）高校生他98名   

 

図書館彙報  

『世界最高のプレゼン教室』（ガー・レイノルズ／日経BP社） 

 プレゼンとは、聞き手に感じさせること 

                評者 ： 現代政策学部 助教 酒井宏平   

 興味なさそうに私のプレゼンを聞く人々、手応えを全く感じないまま時間が過ぎ、終了する。プレ

ゼンのセンスがないのではと、自信を失ったことはないだろうか？  

 大学ではさまざまな場所で、多くのプレゼンの機会がある。しかし、本当におもしろく、ワクワク

ドキドキするプレゼンをする学生はほんの一握りである。では、聞き手を魅了するにはどうすれば良

いのか？ その答えが知りたい人には、この本をオススメする。 

 この本は、ただ効果的に伝えるだけでなく、その後もずっと記憶に残り続けるストーリーテリング

の技術とプレゼンテーションとを融合させたストーリープレゼンについて紹介している。著者は

ガー・レイノルズ氏。プレゼンの名手であるスティーブ・ジョブズ氏のプレゼンテーションを学びた

いという動機でアップルに入社したこともあり、本書への期待も高まる。また、ジョブズ氏同様、大

の日本好きとしても知られている。 

 ストーリーの重要性を解説する第２章では、ストーリーが単なる情報伝達の手段ではなく、感情に

触れる役割を持っていることが紹介される。僕たち人間は、データやエビデンスに基づいた合理的な

意思決定ではなく、感情で意思決定をしていることの方が多い。プレゼンも同様であることに気付か

され、ハッとする。本質は、「聞き手に何かを感じさせること」であり、データやエビデンスはあく

までも補完的な位置付けなのだと。こうした話は、サイモン・シネックが提唱したゴールデンサーク

ルにも共通する話だ。 

 研究者である大学教員はどうしても独りよがりになる傾向がある。相手に伝えるプレゼンではな

く、自分が満足する合理的なプレゼンをしたがる。悲しいことに私自身もその1人である。しかし、

本書は、プレゼンの主役は、聞き手であることを気づかせてくれる。 

 ストーリープレゼンの６つの構成要素を、具体例を示しながら解説して

いるため、実践しやすい点も特長である。ページをめくるたびに、すぐに

でも、ストーリープレゼンを作りたくて、うずうずすることだろう。 

  図書館HP https://libopac.josai.ac.jp/ 

図書館Twitter https://twitter.com/lib_josai 

カレンダーは図書館HPを 
ご覧ください。 

発行：城西大学水田記念図書館 
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埼玉県坂戸市けやき台1-1 

TEL:049-271-7736 
FAX:049-286-8126 
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         P. 1 巻頭言 P. 2-3 全国大学ビブリオバトル2022 地区予選 城西大学              
         P. 4 研究室訪問、インフォメーション  

食の不思議、脳やこころの不思議、思いも

よらない偶然の発見など、日常にひそんで

いるミステリー(謎)をお届けします。 

2022年度 ビブリオバトル 

「高麗祭ノ陣」  
10/29(土)に開催され、4名の
バトラーが書評ゲームに参加し
ました。 

https://bit.ly/3arFqnj 

 2021年度に本学へ着任された酒井宏平先生の研究室は、図書館のはす向かいに建つ4号館の 

4階。お部屋の扉を開けるとまるで夢の世界で、壁にも棚にも机や椅子にも、さらには床にも、

ディズニーワールドが広がっていました。 

 今回の訪問は、酒井先生のYouTubeチャンネルを拝見したことから実現しました。動画での印

象以上に、親しみやすいお人柄の酒井先生。訪問の直前には図書館で開催したライブラリーラウ

ンジ『ゲームで学ぼうSDGs』にもご参加いただきました。先生は日本シミュレーション&ゲーミ

ング学会に所属されており、授業にもゲームを取り入れているとのこと。「ゲームでは“振り返

り”と”まとめ”が必須。ラウンジでは（その時間がなかったので）設けた方が良かった」とのアド

バイスをいただきました。 

 普段使用するデータベースはJ-STAGEとScienceDirect

（SD）で、文献管理ソフトもSDと同じエルゼビア社提供の

Mendeleyを活用しているそうです。Mendeleyは「学生にも

勧めたいが、自己流のため正しい使い方か分からず、より良

い方法があれば知りたい」とのことで、SDを契約している図

書館がサポートできることをお伝えしました※。 

※SD＆Mendeleyの利用講習会を1月に予定しています。 

   先生の公式YouTube「酒井宏平のキャンパスライフ」 → 

 

どこを見ても素敵な先生の研究室 

11/9（水） 3限（オンライン） 
 講演者 

 東洋経済新報社 西村雄吉 氏 

 講演概要 

◇ 大学で何を学ぶか 
 ～ビジネス社会で求められていること 
◇ ネットニュースと情報リテラシー 
                     など 

詳細は 
QRコードより 
ご確認ください。 

・総合展 
・ライブラリーラウンジ 
 

オンラインで開催される「第24回図書館総合展」にポスターを出
展します。（11/1～30）学生アドバイザーは2012年より活動を
始め、今年で10周年！10年間の軌跡を振り返りました。 

QRコードから
アクセスでき
るよ♪ 
みんな見に来
てね！！！！ 

『今夜、世界からこの恋
が消えても』（メディアワークス 
文庫） 一条岬 [著] , KADOKAWA   

発表者:経済学部4年 外岡さん  

大会の様子は後日、図書館HPで報告します。 

詳細は 
QRコードより 
ご確認ください。 

図書館総合展 1階 月別展示 

研究室訪問 

紹介された本は図書館で読めます。 

『世界最高のプレゼン教室』 

 ガー・レイノルズ著  日経BP社 

11月中はカウンター前に展示します。 

チャンプ 
本 

図書館学生アドバイザー企画イベント 

https://libopac.josai.ac.jp/
https://twitter.com/lib_josai
https://bit.ly/3arFqnj
https://libopac.josai.ac.jp/guide/calender/calendar.pdf
https://www.youtube.com/channel/UC_6Upk2yJexvB1COrXIZsaw
https://bit.ly/3CEvofZ
https://www.libraryfair.jp/poster/2022/71
https://forms.office.com/r/iUd9tCmY8M
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold3.htm#W-221028_2


『満願』(新潮文庫) 
米澤穂信著, 新潮社  

＊図書館では単行本を 
 所蔵しています。 

『パン屋ではおに
ぎりを売れ : 想像
以上の答えが見つ
かる思考法』 
柿内尚文著, かんき出版 

『ロリータ』(新潮
文庫) ナボコフ [著] ; 
若島正訳, 新訳版, 新潮
社  

＊図書館では単行本を  
 所蔵しています。 

10月5日（水）、「全国大学ビブリオバトル2022 地区予選 城西大学」を開催しました !! 
ビブリオバトルとは、制限時間5分間でおすすめの本を紹介しあう書評ゲームです。       

今回は対面に加え、オンラインでの観戦も可能なハイブリッド開催とし、合計56名（対面
39名、オンライン17名）の方が今年のバトルを見届けました。  

参加者アンケートでは、 「全ての本にとても興味が湧きました」「もっとたく
さんの書籍を自分で見つけたくなりました」などの感想が寄せられ、素晴らしい
大会になりました。 

今年度のバトラーは4名！ 

バトラーは5分で本の魅力
を紹介し、その後、観戦者
からの質問に回答します。 

最後に観戦者が一番読みた
いと思った本に投
票し、チャンプ本
が決定します。 

『さがしもの』 
(新潮文庫) 
角田光代著, 新潮社  

今のお気持ちは？  

私は司会補佐を務めさせていただきました。大会2週間
ほど前から入念なリハーサルを行い、アドバイザーの仲
間や職員の方と連携しながら、円滑に進められるよう意
識しました。当日は特に大きな問題も起こらず、無事に
ビブリオバトルを終えることができました。 
今回、実際に参加してみて、バトラーの方の迫力が伝わ
り、やはりビブリオバトルはオンラインよりも、対面で
開催すべきだと改めて感じました。  

中澤 薫乃（現代政策学部4年）  

現代政策学部2年  
水戸部さん  

理学部数学科1年  
川上さん  

現代政策学部3年  
阿部さん  

現代政策学部2年  
齋藤さん 

とりあえず、終わってほっとしています。  

今回のビブリオバトルに出場するにあたり、努力したことや苦労したことは？  

人に紹介することを前提に本を読むと、読み方が変わってくるため、

何回も読み返し、どこを薦めるかを考えることが大変だったが、その

過程が面白かったです。  

実際に発表して、自分の良かったところや悪かったところはありますか？   

時間ぴったりに終われたところです(笑)  

地区決戦への意気込みをお願いします。  

とりあえず精一杯頑張りたいと思います。  

齋藤さんは「全国大学ビブリオバトル2022 
地 区 決 戦  関 東 Ｃ ブ ロ ッ ク（11月3日 開

催）」に出場します！応援お願いします！！ 

詳しくはQRコードをご覧ください。 

理学部数学科1年 川上さん  

とても嬉しいです。 

練習自体はだいぶ前からしていましたが、前日と当日にとても緊張し

てきて1日中そわそわしていたことです。  

序盤のほうは聞いている人のほうを見ながら話せましたが、後半があ

まり上手に話すことができなかったところです。  

今のお気持ちは？  

今回のビブリオバトルに出場するにあたり、努力したことや苦労したことは？  

実際に発表して、自分の良かったところや悪かったところはありますか？   

3年ぶりに対面形式で実施しました 

今年も学生アドバイザーが 
司会と補佐を務めました。 

学生アドバイザーが 
インタビューしました。 

理学部数学科1年  

現代政策学部2年 齋藤さん 

https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold3.htm#W-221029

